
　仏教をはじめ多くの宗教では、生命あるものの殺

生を禁じています。“肉食”に反対しています。ス

ピリチュアリズムでは、この肉食の問題をどのよう

に考えているのでしょうか。今回のニューズレター

では、肉食に関係する問題を幅広く学んでいくこと

にします。

　内容の目次は、次のようになっています。
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１‖肉食に対するスピリチュアリズムの基本的見解と一般人の反応

２‖肉食の間違いの１つ目の理由̶神が与えた動物の生存権を奪い取る

３‖肉食の間違いの２つ目の理由̶動物に対する利他愛の欠如

４‖肉食の間違いの３つ目の理由̶貧しい人々を虐待し人類愛に反する

５‖肉食の間違いの４つ目の理由̶人間の霊的成長にマイナスの影響を与える

６‖現代栄養学の観点からの肉食の間違い

７‖神は人間を“ベジタリアン”として造っている

８‖自然界の“弱肉強食”について

９‖殺生の罪について̶どのような生き物も殺すことは罪なのか？

10‖肉食をめぐる理想と現実の問題̶スピリチュアリストの取るべき姿勢とは？



“肉食”に反対のシルバーバーチ

　スピリチュアリズムの中で、この問題を大きく

取り上げているのが他ならぬシルバーバーチです。

モーゼスの『霊訓』やカルデックの『霊の書』には、

肉食についての言及はほとんど見られません。高級

霊からの優れた霊界通信には、内容的に多くの共通

性がある一方で、それ独自の特徴・個性もあります。

　シルバーバーチの霊訓の際立った特徴は、再生の

問題と心霊治療の問題を集中的に取り扱っているこ

と、また動物への愛を強調している点にあります。

シルバーバーチの霊訓をすでに読んでおられる皆さ

ん方には、シルバーバーチが“肉食”に対して明確

な反対の姿勢を取っていることをご存じです。狩猟

や動物実験などの“動物虐待”に対しても強い批判

の声を上げています。実はそれによって、シルバー

バーチの教えが『霊訓』や『霊の書』以上の高いレ

ベルにあることが示されているのです。

　シルバーバーチは̶「人類は霊性の進化ととも

に、その大半が“菜食主義”になっていく」と極め

て重大な内容を述べています。

肉食問題に対する反応

　今回、ニューズレターで改めて肉食の問題を取り

上げることは、おそらくスピリチュアリストである

皆さん方にとって、あまり嬉しいことではないで

しょう。なぜならスピリチュアリズムに導かれたと

いっても、大半の方々がいまだに肉食をしているか

らです。自分は“ベジタリアン”であると断言でき

る人は、むしろ少数派です。肉食の問題には触れず

に、何とかやり過ごしたいと思っている人が、ほと

んどではないでしょうか。

　日本では、たかだかここ 30 ～ 40 年のうちに、急

速に食生活が欧米化されました。それにともなって

肉食が一般大衆の間に広がって、今では肉食は日本

人の中にしっかり根付いています。肉を用いない料

理本や料理番組を探すのは一苦労です。欧米では、

日本に比べ肉食の食習慣が長い間続いてきました。

肉食が食生活の中に占めるウェイトは、日本の比で

はありません。したがって、もし「肉食は廃止され

るべきだ」などと言おうものなら、間違いなく大き

な反発を引き起こすことになります。その圧力は、

日本とは比較にならないほど強烈なものでしょう。

　シルバーバーチは、その辺りの事情は百も承知の

うえでわざわざ̶「こんなことを言うとまた私は

不評を買うことになるでしょうが、真実は真実とし

て申し上げなければなりますまい」（道しるべ・130）

と述べています。シルバーバーチは別のところで　

　「純粋無垢の真理は時として苦く、また心を傷つ

けることがあるものです。しかし、あくまでも真実

なのですから、いずれは良い結果を生みます」（道し

るべ・177）と言って、真実は真実として、人々に迎

合することなく述べ伝えなければならないという毅

然とした姿勢を貫いています。

　私達も当然、そうしたシルバーバーチの姿勢を見

習わなければなりません。シルバーバーチは、たと

え人々から嫌われるようなことになっても、真実は

真実として主張していく良き手本を示しています。

今回、ニューズレターで肉食反対の主張をすること

は、多くの人々の心に痛みを与えることになります

が、それを承知のうえで敢えて取り上げていきたい

と思います。
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１‖肉食に対するスピリチュアリズム
　　の基本的見解と一般人の反応



スピリチュアリズムが“肉食”に反対する

４つの理由

　スピリチュアリズムは肉食に反対しますが、それ

は肉食が「神の摂理（宇宙の法則）に反している」

からです。肉食は、神の摂理から逸脱した行為であ

るという理由によって許されません。摂理に反する

内容とは、具体的に次の４点にまとめられます。

　第１点は̶生命はすべて神のものであり、人間

が勝手にそれを奪う資格は与えられていないという

ことです。人間に生存権があり尊重されなければな

らないように、動物にも神によって生存する権利が

与えられています。肉食は、この神の摂理を根本か

ら犯すことになります。

　第２点は̶人間と動物は利他性・利他愛という

神の法則（摂理）に基づいて共利共生の関係を築く

ように造られています。“利他愛”という神の法則は、

人間同志の間においてばかりでなく、人間と動物の

関係においても等しく適用されなければならないも

のなのです。肉食はこの利他愛という摂理を根底か

ら犯すことになります。

　第３点は̶肉食は大地の恵みを不公平に分配す

るようになり、人類に対する利他愛という神の法則

を犯すことになります。肉食は、人類に対する利他

愛とは全く逆の“人類虐待”という結果をもたらし

ます。

　第４点は̶肉食は、私達地上人の霊的成長に悪

影響を及ぼすようになるということです。

　肉食は、こうした４つの点で神の摂理に反してい

ます。そのためにスピリチュアリズムでは、肉食を

間違いとしています。次に、これら一つ一つの内容

について詳しく見ていくことにします。

生命は神のものであって、人間のものではない

　人間をはじめ地球上のすべての生物は、神から生

命を与えられ、存在するようになりました。人間も

動物も、等しく神から生命を与えられ、神によって

創造されたのです。宇宙の生命体に内在する生命の

一つ一つが、神の表現であるからこそ“神聖”なも

のなのです。

　私達の生命は、私達が地球上で生きるために「神

から与えられたもの」であり、自分自身でこしらえ

たものではありません。「生命は神のもの」であり、

勝手にそれを断つことは許されません。自分の生命

は自分だけのもののように思っている人がいるかも

知れませんが、本当は私達人間の所有物ではないの

です。そして同様のことが動物の生命についても言

えるのです。動物にも、神によって人間と等しい“霊

的価値”が与えられています。

　人間には生命を造る力はありませんし、その生命

が顕現する他の動物達の身体を破壊する資格もあり

ません。当然、人間が他の動物達の生命を奪うこと

は許されません。人間が他の動物を殺すのは間違い

であり、神の摂理に背くことになります。「動物を

殺せば、人殺しと同じ霊的罪を犯すことになる」の

です。

　殺した動物の肉を食料として食べることが、現在

の地球上では何の罪意識も心の痛みもなく当たり前

のように行われていますが、それは現在の地球人の

霊的進化のレベルが、いかに低いものであるかを如

実に示しています。地球はすべての惑星の中で下か

ら２番目の霊的進化のレベルにあることが明らかに

されていますが、その霊性の低さは、肉食という“悪”

が堂々と行われているところに端的に現れていま

す。宇宙に無数にある惑星の中で、現在の地球のよ

うに他の動物を殺してそれを食料にしているところ

は、たった一つの惑星を除いてはないのです。
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２‖肉食の間違いの１つ目の理由
　　̶神が与えた動物の生存権を
　　奪い取る



人間の生存権同様に、「動物の生存権」も尊重

すべき

　霊的真理を一般の人々に先駆けて知ることができ

た私達スピリチュアリストは、殺害の観念がつきま

とう食品は食べないようにすべきです。肉食を避け

た方がいいのは、いい加減な霊能者が言うような、

殺された動物の恨みの念が込められているためでは

なく、肉食が「動物の生存権を奪う」という神の摂

理を犯した結果であるからなのです。神の摂理に反

した行為の結果であるという理由によって、肉食は

避けなければなりません。

　霊性が極めて低い地球であっても、長い人類歴史

にともなう進化の結果、他の人間を殺すのは間違い

であることに気がつくようになりました。人間はお

互いの生命を尊重しなければならない、すべての人

間に等しい生存権を認めなければならないという神

の摂理が、地球人類の常識になりました。

　人間社会の中で最も嫌われる存在は独裁者です

が、それはこの“生存権”という神の摂理を平気で

犯すからです。人間に対する生存権が等しく尊重さ

れるようになったということは、地球人類における

一つの進歩です。人間がお互いに殺し合う（戦争）

のは間違いであるとの共通認識を持てるようになっ

たことは、地球人類の霊的進歩を示しています。

　しかし現在の地球は、まだ動物に対する生存権を

認める段階にまでは至っていません。「動物に対す

る生存権の尊重」は、人間の生存権の尊重と同様、

神の摂理に一致した在り方なのです。生存権は人間

だけでなく、動物に対しても認められなければなり

ませんが、“人間は万物の霊長”などと勝手に間違っ

た優越心を持ち、平気で他の動物を殺しています。

　しかも、その残虐さは目を覆うばかりです。動物

達にも人間と同じ生存権が神から与えられている事

実に全く気がついていません。現代人は、人間とし

ての権利を盛んに主張しますが、動物の持っている

権利を犯して平気でいるのです。人間は地球上で最

も偉大で大切な存在であると錯覚し、動物の生命を

奪っても許される権利があると思い込んでいます。

しかし、それは霊的に明らかに間違っているのです。

人間と同じ痛み・苦しみを味わう動物達

　食料にするために、動物を牢獄のような狭い場所

に閉じ込めて育て、大きくなれば容赦なく殺す。こ

んな残虐なことが許されるはずがありません。

　殺され食料とされる家畜は、いずれも私達人間と

同じように「痛みも苦しみも感じている」のです。

狭い場所に閉じ込められれば、発狂しそうになるほ

どの「苦しみを味わっている」のです。怪我をすれ

ば、私達と同じように「痛みから逃れたいと悶え苦

しむ」のです。殺されることが分かれば「恐怖に駆

られ、必死に逃げて生き延びようとする」のです。

食料とされる動物達にも、私達人間と全く同じ痛み・

苦しみ・恐怖があることを忘れてはなりません。
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“ナチス”と同じことをしている現代人

　第２次大戦のナチスドイツによるユダヤ人の虐殺

は、地球人類に大きな衝撃と傷
きずあと

痕を残しました。私

達は、ガス室で殺された人々の大量の死体が、まる

で物体のように山積みにされたり、死体が無造作に

穴の中に投げ込まれるシーンを見て大きなショック

を受けました。「ナチスは、何とひどい残虐なこと

をしたものか！」と誰もが怒りを覚えました。

　しかし私達人間は、それと全く同じようなことを、

何の罪もない動物達に対して行っているのです。つ

い最近では“狂牛病”がヨーロッパで猛威をふるい、

パニック状態を引き起こしました。テレビでは、感

染した家畜を残虐な方法で殺し、廃棄処分していく

様子が放映されました。それはまるでアウシュビッ

ツの虐殺シーンそのものです。ナチスドイツは「残

虐な人殺し」という罪を犯しましたが、人類は「残

虐な動物殺し」という罪を犯しているのです。

　狂牛病の真の被害者は、家畜業者でも消費者でも

ありません。家畜自身なのです。人間は病気になれ

ば病院に駆け込み早く病気を治そうとします。ペッ

トが病気になっても急いで獣医に連れて行きます。

もしペットが病気で死ぬようなことになれば、落胆

し悲しみに暮れることになります。

　しかし、哀れな家畜は伝染病が発生すると、自分

は病気になっていないにもかかわらず何万・何十万

の仲間とひとまとめに殺されてしまいます。こうし

た残虐非道な犯罪が、今もって堂々と行われている

のです。そして大半の人々は、それが間違っている

ことにさえ気がついていないのです。

進化の頂点に立つ人間と、その責任

　肉食が間違っている２つ目の理由は、動物への利

他愛という摂理に反逆しているからです。人間は身

体的進化の点では、地球上における生物の頂点に

立っています。そして唯一、永遠の霊的個性が与え

られています。人間が他の創造物よりも進化してい

るという事実は、それ以下の存在物に対して、先輩

としての責任があるということなのです。進化の段

階において高い位置にあるということは、それ以下

の生き物・より低い生き物を援助する義務があると

いうことなのです。

　“利他愛”という神の摂理・宇宙の法則に照らし

たとき、人間は「動物を愛し、援助し、その進化に

貢献する使命」を持っています。人間以外の動物を

愛するということは、人間に与えられた義務であり

責任なのです。

人間と動物は、共利共生の関係

　人間が動物を愛すれば愛するほど、動物も愛

を発するようになります。そして“類魂”とし

ての進化が促進されることになります。（＊シル

バーバーチは人間の類魂「グループ・ソウル」と区別して、

動物の類魂を「グループ・スピリット」と呼んでいます。） 

　ペットとしてかわいがられる犬やネコ・小鳥と同

様に、家畜である牛や馬・羊も、とても柔順で愛嬌

があり、まさに家族の一員になる資格を持っていま

す。神が人間を愛してくださることで人間は霊的進

化の道を歩むことができますが、それと同じように、

人間が神の代身として動物を愛することによって動

物の霊的進化が促進され、個性的な意識を発達させ

るようになります。人間はこうして“神の造
ぞうか

化の御
み

業
わざ

”に参加することができるようになっています。

　動物は人間の愛によって吹き込まれた霊的要素

を、死後、類魂（グループ・スピリット）に持ち込

み、類魂全体の向上に寄与することになります。こ
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３‖肉食の間違いの２つ目の理由
　　̶動物に対する利他愛の欠如



れまでペットとして人間から多くの愛を受けてきた

犬やネコ・小鳥の類魂が、他の動物の類魂に比べ大

きく進化の道をたどることができたのはこのためで

す。こうした類魂の進化は、家畜である牛や馬・羊

などにも同様に起こり得るのです。

　神は、人間と動物が“愛”によって共利共生の関

係を築くように造られました。「愛こそが人間と動

物をつなぐ絆」なのです。地上人類は一刻も早く、

そうした摂理を認めるようにならなければなりませ

ん。2000 年前のイエスの教えの中には、動物に対

する愛はほとんど言及されていません。それは当時

の人々の霊的レベルが、現代人ほどには至っていな

かったためです。地球人類の霊性は、イエスの時代

と比べ少しずつ向上してきていることが、この一件

からも明らかになります。

“肉食”は、動物に対する利己性の極
きわ

み

　それなのに現在の地球上では、本来人間から愛さ

れるべき動物が、人間から残酷な方法で扱われ、人

間の欲望を満たすために無残に殺されています。人

間は動物への利他愛という神の摂理から、最も離れ

たことを平気で行っています。動物に対する無益な

殺生は、動物への愛に極めて逆行する行為です。動

物を愛しかわいがるどころか、反対にそれを食料に

するために殺したり、動物実験の道具にしたり、趣

味や飾りやスポーツの対象として殺すという残酷な

ことをしています。そうした行為には、弁解の余地

はありません。

　何の罪もない動物達に残酷な仕打ちをすること

は、愛から最も懸け離れた在り方で「利己性の極み」

と言うべきものです。動物に対する残酷さや肉食習

慣は、現在の地球の霊性のレベルの低さを示す指標

なのです。

　日本人は仏教の影響によって長い間、肉食を避け

てきました。欧米人と違い肉食の習慣がなかったと

いう事実は、霊的に見れば罪を犯すことが少なかっ

たということです。しかし現在の日本人は、せっか

くのそうした歴史的長所を根底から捨て去ってしま

いました。明治維新以降の肉食解禁によって、かく

も短期間に肉食が急増し定着したという事実は、日

本人は霊的に見たとき、大きなマイナス方向に踏み

出してしまったということなのです。欧米の間違っ

た食文化に毒されて、大切な霊的遺産を捨て去って

しまったのです。

ペット飼育の素晴らしさと矛盾点

　ここ 20 ～ 30 年の間、日本でもペットを飼う人々

の数が急増しています。多くの人々がペットとして

動物をかわいがり、家族の一員として愛情関係を築

き上げています。「動物を愛する」という神の摂理

にそった生き方をする人が増えているという状況

は、とても喜ばしいことです。

　主人から家族同様にかわいがられたペットは、霊

界で主人が来るのを待ちます。そして主人が他界し

たときに出迎えることになります。こうして霊界で、

愛するペットとの再会が果たされるのです。その後

しばらく人間と動物は一緒の生活を送りますが、人

間がさらに霊的に成長する段階に至ると、両者は永

遠に離れ離れになり、動物は類魂の中に吸収されて

個性を失うことになります。このように人間と動物

が愛情で結ばれていた場合には、その関係は死後も

しばらくの間続くようになります。動物を愛しかわ

いがるということには、こうした重要な意味がある

のです。

　動物をペットとしてかわいがるのは素晴らしいこ

とですが、残念ながらその一方で、自分は毎日家畜

の肉を食べ、ペットにもそれを与えるという矛盾し

たことが行われています。動物に対するせっかくの

素晴らしい愛の行為を帳消しにしてしまっているの

が実情です。
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動物を愛することは人間の義務

　人間と動物は「同じ地球上の仲間」として協力し

合って生き、「お互いの進歩に貢献し合う」ように

造られています。人間と動物は、愛の関係を築くこ

とで共に成長できるようになっているのです。そう

して両者は、神の摂理に一致した方向に歩むことに

なるのです。

　そのためにはまず、進化のプロセスで上位にある

人間が、先に動物を愛さなければなりません。人間

が先に愛を示せば、動物は人間の子供がそうである

ように、必ず人間に愛を返してくれるようになりま

す。こうして地球上に愛の世界が拡大していくこと

になります。

　現在のような、罪のない弱い動物に対して一方的

に苦しみを与え虐待するようなところでは、人間の

霊的進歩も、動物の進化ももたらされることはあり

ません。

大地の恵みの「不公平な分配」と、「飢餓の問題」

　肉食が間違っている３つ目の理由は、神が与えた

大地の恵みを公平に分配せず、一部の人間に独占さ

せ、その結果、多くの人々を苦しめることになって

いるからです。

　肉食は、毎日の最低の食事さえも事欠くような「貧

困な人々をつくりだす最大の原因」となっているの

です。肉食は一部の人々のエゴ的快楽を満たします

が、それと引き換えに、「地球レベルでの貧困と飢餓」

という深刻な問題を引き起こすことになり

ます。肉食は、利他性・共利共生という神の摂理を

根本から崩し、地球全体を利己的な生活の場所にし

てしまい、人間の利己性をさらに増幅させることに

なっています。

　神は、地球上で生活するすべての人々に十分に行

き渡るだけの生産物を与えています。現在、地球上

に住む 63 億の人々が誰一人、飢えて死ぬことがな

いだけの大地の恵みをもたらしています。地球上に

生を享
う

けた神の子供である人間は、決して飢えて死

ぬようなことがあってはならないのです。

　しかし現実には、63 億の地球人類のうち、４分

の１以上の人々が十分な食料を手に入れることがで

きず、飢えの状態で毎日を過ごしています。霊界の

人々にとって、こうした地球上の飢餓は、最も心を

痛める問題です。神から与えられている大地の産物

は、地球人のエゴイズムの支配下で平等に分配され

ず、特定の人々にのみ集中するようになっていま

す。食料はお金のある先進諸国の人々に優先的に回

され、貧しい国々の人達には行き渡りません。現在

の地球には、このような大地の産物を不平等に扱い、

不平等に分配するシステムができ上がっています。

そのために貧しい人々の中から、飢え死にする人間

が出てしまうのです。

　物質文明・科学文明がこれほどまでに進歩した

21 世紀の地球にあっても、神から与えられた食料

を公平に分配するという、ごく当たり前のことがで

きずにいます。先進諸国の多くの人々は、有り余る

ほどの贅沢な食事をし、食べ切れずに残して捨てる

といった愚かなことを平気でしています。贅沢三昧

の食生活の結果、肥満になって病気で苦しむことに

なっています。

　そうした現実の一方で、毎日の食事にさえありつ

けず、骨と皮だけになって飢え死にしていく多くの

子供達がいます。これは明らかに利他愛の世界から

遠く懸け離れた矛盾以外の何物でもありません。地

球はエゴに支配された、まさに地獄的世界なのです。
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４‖肉食の間違いの３つ目の理由
　　̶貧しい人々を虐待し
　　人類愛に反する



肉食は、大地の恵みの不公平分配の最大の原因

　さて、このように大地の産物が公平に分配されな

くなっている大きな理由は、大地の恵みである穀物

が家畜の餌
えさ

に回されているからに他なりません。先

進諸国の人々は、穀物をそのまま食料にするのでは

なく、穀物を家畜に餌として与え、その肉を食べよ

うとします。つまり自分達が肉食をするために、大

地の恵みを家畜の餌として浪費しているのです。家

畜の肉を生産するためには、その何倍（＊ 10 ～ 20 倍

という説を唱える学者もいます）もの穀物が必要とされま

す。これは「たいへんな穀物の無駄づかい」です。「犯

罪的な浪費」というべき愚行を犯しているのです。

　もし、米国人と日本人がいっせいに肉食を止め、

その分の穀物を他の貧しい国々に回せば、地球上か

ら飢えの問題はいっきに解決することになると言わ

れています。たったそれだけのことで地球上から飢

えて死ぬ人間がいなくなるのです。

肉食は人類愛に反する行為

　こうした肉食が引き起こす悲劇が理解されるよう

になれば、常識的な思いやりや同情心を持っている

人間なら、平気で肉食を続けることはできなくなる

はずです。肉食に対して、強い心の痛みを感じるよ

うになります。目の前に飢えて死んでいく人間を見

て、自分だけが贅沢三昧な食事をすることなど、到

底できなくなるでしょう。しかし現実には、飢え死

にする人間を見殺しにするのと等しい冷酷なことが

堂々と行われているのです。

　これは地球全体が“利他愛”という神の摂理から、

最も遠いところにあることを示しています。自分よ

り恵まれない人、自分より貧しい人に手を差し伸べ

ることは利他愛の当たり前の行為ですが、それとは

全く反対のことが、多くの地球人によって日常的に

行われているのです。

　現在では、少しでも人々の役に立ちたいという純

粋な動機からボランティアに携わる人間が増えてき

ました。それ自体はとても嬉しいことなのですが、

残念なことに、そこにも矛盾が見られます。困った

人々のために尽くすという利他愛の行為をしなが

ら、その一方で肉食をするという相反したことをし

ているのです。

　一般の人々は、肉食が人類愛に反することだとは

気がつきません。間接的ではあっても、貧しい人々

への虐待に手を貸す結果になっていることには理解

が及びません。しかし、今述べてきたように肉食は、

現実に人類愛に対する根本的な欠如と深く係わりが

あるのです。多くの人々は、いつの間にか、知らず

しらず大きな利己主義の当事者になってしまってい

ます。

　地上人類が肉食を止め、神が与えてくれた大地の

恵みを食料とするとき、人間は初めて地球規模で人

類愛を確立することができるようになります。肉食

をしながら、その一方で人類愛を説くことは矛盾し

ています。肉食をしながら、環境問題を説くこと、

人権問題を論じることは大きな矛盾なのです。

8



   肉食が間違っている４つ目の理由は、それが人間

の霊的成長にマイナスの影響を及ぼすということで

す。シルバーバーチは̶「肉食はアルコールやタ

バコと同様、人体の質を低下させる」（道しるべ・130）

と言っています。

　人体に悪影響が及べば、それは人体に密着して存

在する霊体と霊魂にマイナスの影響を及ぼすことに

なります。地上にあっては、霊は肉体を通じて自我

を表現しているので、肉体の質が高ければ高いほど

当然“霊”の表現も大きくなります。肉体はその意

味で̶「霊の宿る宮（家）」なのです。したがっ

て私達地上人は、自分自身に対する義務として、自

分の肉体を大切にし、よく手入れしなければなりま

せん。肉体を粗末に扱うことは、神の摂理に反する

ことなのです。

　肉食が人体の質を低下させるということは、肉食

それ自体が間違っているということを意味します。

地上人類は基本的に、神から与えられた大地の恵み

を食料とすべきです。神は人間の肉体を、大地の産

物によって養うものとして造られています。そのと

き「霊の宮」である人体は、摂理にあった状態にな

り、霊的成長にプラスの作用をもたらすようになる

のです。

　もちろん少量であれば、肉食もアルコールも、そ

れほど大きな害がないことは明らかです。しかし可

能なかぎり神の摂理にそっていくためには、こうし

た肉体にマイナスの影響を及ぼすものを避ける努力

をするのは当然です。特に一般の人々に先立って「霊

的真理」と出会ったスピリチュアリストにあっては、

真実が明らかな形で示された以上、最大限の努力を

することが求められています。

　以上、「スピリチュアリズムの観点・霊的真理の

観点」から、肉食が間違いであることを述べてきま

した。しかし肉食が間違いであるのは、こうした霊

的理由から明らかにされるばかりではありません。

現代科学の最新の研究成果も、肉食の間違いを明ら

かにしています。　

　ここ 20 ～ 30 年の間に、「科学の一分野としての

現代栄養学」が注目されるようになってきました。

現代栄養学は、今後ホリスティック医学の中心的な

位置を占めるようになると言われていますが、その

現代栄養学は“欧米型食事”の中心をなす肉食が、

多くの現代生活習慣病（成人病）を引き起こす原因

となっているということを科学的に解明していま

す。ここでは専門的な詳しい説明はできませんが、

現代栄養学が明らかにした肉食の間違いについての

研究成果の一部を紹介します。

肉食は、高血圧・動脈硬化・心臓病・脳
のうこうそく

梗塞

を引き起こす

　肉食によって体内に取り入れられた動物性脂肪

（ファット）は、血液や循環器系の機能に異常を引

き起こし、高血圧や動脈硬化・心臓病・脳梗塞など

の原因となります。現在では動物性脂肪を摂取した

数時間後の血液の状態が、顕微鏡を通して直接見ら

れるようになっています。動物性脂肪の摂取が血液

の粘度を高め、血液をドロドロの状態にしているこ

とを誰の目からも確認することができます。

　欧米では 30 年程前から、動物性脂肪の有害性が

一般人の間にも知られるようになってきました。そ

して肉食を減らしたり、脂肪を避けて赤身だけを食

べたり、直火焼きをして脂
あぶら

を落とすといったことが

行われるようになってきました。
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５‖肉食の間違いの４つ目の理由
　　̶人間の霊的成長にマイナス
　　の影響を与える

６‖現代栄養学の観点からの肉食の
　　間違い



肉食は、大腸ガン・乳ガン・骨
こつそしょうしょう

粗鬆症を引き

起こす

　また、動物の肉が腸内で発ガン物質を生成し、さ

らに腸内細菌の状態を悪化させるなどして大腸ガン

を引き起こすことが明らかにされています。肉食の

多い女性に、乳ガンの発生率が高いことも臨床的に

確かめられています。

　さらには肉食が血液の酸度を高め、これを中和す

るために骨などの体内組織からカルシウムを溶かし

出すことで、骨粗鬆症の進行が早まることが確認さ

れています。カルシウムをそれほど摂っていないよ

うに思われる“ベジタリアン”に骨粗鬆症が少なく、

肉を多く摂取している人間に骨粗鬆症が深刻化して

いる事実が臨床的に明らかにされています。

現代栄養学には、動物への配慮はない

　このように現代の科学は、肉食の悪影響を、医学

的にあるいは栄養学的に証明するようになっていま

す。こうした研究成果はどれもが素晴らしいもので

あり、人類に多くの恩恵をもたらすことになってい

ます。

　しかし考えてみれば、それはどこまでも人間サイ

ドの利益の観点に立脚したものであることが分かり

ます。人間はいかにしたら健康であり得るのか、病

気にならずにすむのか、あるいは病気を治すことが

できるのか、また長生きできるのかといった、言い

換えれば人間の利益のためだけの研究に過ぎないと

いうことなのです。そこには動物への思いやり・愛

情という要素は全くありません。

　そもそも人間が動物を殺して食料にさえしなけれ

ば、人間は今よりずっと健康で生きられるはずなの

です。

霊性の低さが、肉食の一番の原因

　現代の人間社会における「限度を超えた肉食」と

いう異常さは、地球人類の霊的進化の低さ・霊性の

未熟さから発生しています。地球人類の霊性はあま

りにも低いために、神からの霊的エネルギーを吸収

できず、「霊的エネルギーを枯渇」させるようになっ

ています。それが「霊・霊の心（精神）・霊体・肉

体のアンバランス状態」をもたらし、身体全体を不

調和にさせています。その結果、肉体は必然的に本

来の健全性を失い、多くの病気を引き起こすことに

なっています。「霊的エネルギーの不足」と、その

結果としての「霊・心・身体の三位一体のアンバラ

ンス」が、現代人の病気の根本原因です。

　不健康な肉体は、おのずと不健全な刺激を求める

ようになります。現代人の肉食・アルコール・砂糖・

タバコの過剰摂取は、すべてそうした肉体ならびに

身体全体のアンバランスの結果、引き起こされるも

のなのです。そもそも霊的エネルギーが身体に

満たされ、生き生きしている人は、肉など人体に悪

影響を及ぼす食べ物は自然に避けるようになりま

す。現代人の「霊性の低さ」が、肉食という間違っ

た嗜好をつくり上げることになっているのです。

人間は“ベジタリアン”として造られている

　神は、地上人類を大地からの恵みを食料として生

きていくように造られています。そうした神の摂理

にそった食生活を維持していけば、現代人を悩ませ

ている多くの病気はおのずと減少していきます（＊

ただしカルマから生じる病気は別です）。神は、人間を本質

的に“ベジタリアン”として造られているというこ

とを忘れてはなりません。
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７‖神は人間を“ベジタリアン”と
　　して造っている 



理想を言うならば、霊媒（＊スピリチュアリスト

は、みな神の霊媒です）は大地からの産物のみに

限るのが好ましいと言えます。　　

　　　　　　　　　　（霊性進化の道しるべ・131）

　シルバーバーチは人間の身体構造から見ても

̶「人間は肉食に適してはいない」と言っていま

す。その一例として人間の歯の構造を挙げることが

できます。

　人間の歯は、穀類・豆などを砕いてすりつぶすた

めの臼歯20本、野菜や果物を噛み切るための門歯８本、

引き裂きちぎるための犬歯４本で成り立っていま

す。これを見ても、人間が肉食をするようにはでき

ていないことが分かります。（＊これまでの研究者の中に

は、４本の犬歯は肉などを食べるための歯であり、歯全体の構

造は雑食的につくられていると言う人がいましたが、そうでは

ありません。人間の犬歯は尖った動物の犬歯とは異なり、肉食

には向いていません。）

人間は動物を食するために地上に置かれてい

るのではありません。（人間の）身体的構造

を見てもそれが分かります。全体として見て、

人間は肉食動物ではありません。　　　　

　　　　　　　　　　　（新たなる啓示・21 ～ 22）

肉を食べなくても、栄養失調にはならない

  「人間はベジタリアンであるべきだ」と言うと、必

ず次のような反論をする人が現れます。「完全な菜

食主義では、必須アミノ酸やビタミンＢ 12 といっ

た人体に不可欠な栄養素を欠乏させることになり、

深刻な栄養失調を引き起こすようになる」、一時代

昔の栄養学でも、こうした問題が議論されたことが

ありました。

　確かに人間の体内では合成できない９種類のアミ

ノ酸（必須アミノ酸）があり、それは食事を通じて

外部から摂取しなければなりません。もし食事から

摂取できないと、深刻な栄養失調状態を引き起こし

病気になってしまいます。肉食は、この必須アミノ

酸を摂取するための最もてっとり早い方法なので

す。すべての必須アミノ酸を含む動物の肉は、実に

理想的なアミノ酸補給源なのです。

　ここで大切な点とは、そのための肉の摂取は少量

で十分であるということです。しかし現実には、大

半の人々が適量の何倍もの肉を摂取しており、それ

が逆にさまざまな弊害を引き起こしています。必須

アミノ酸を補うためだけならば、現在の日本人が摂

取している肉の量の何分の一かで事足りるのです。

　さらに言えば、必須アミノ酸の補給源は、何も動

物の肉でなくてもいいのです。魚でも十分その役目

を果たすことができます。さらには穀類と豆類を組

み合わせて摂るなら、必須アミノ酸は過不足なく補

うことができるようになっています。肉を摂らなく

ても、穀類と豆類をしっかり食べていれば、必須ア

ミノ酸の不足という問題はきれいに解決されるので

す。

　したがって、肉を食べなければ栄養失調になって

生きていけなくなるというような理屈は全く通用し

ないことになります。
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＊菜食主義というと日本人は、厳格な玄米菜食を勧める

“マクロビオティック”を思い浮かべます。これは東洋の

“陰陽理論”を食事や日常生活に応用したもので、世界中

に普及しています。マクロビオティックには、「狂った欧

米食」が原因となっている現代病・成人病に効果的な多

くの長所があります。

　しかしマクロビオティックは、せっかくの功績を台な

しにしてしまうような根本的な問題点・間違いを抱えて

います。その間違いを一言で言うなら̶「食事や健康

という科学の領域の問題を、一方的に“陰陽”という思

想ですべて解決できるとしている」ということです。「思

想と科学を同一扱いにして混同し、カテゴリーエラーと

いう根本的な間違いを犯している」ということなのです。

　マクロビオティックは、必ずしも優れた食事法とは言

えません。あまりにも間違った現代欧米型の食事に対す

る牽制として、また欧米型食事に対する一時的なショッ

ク療法としてはいいかも知れませんが、厳密に長期にわ

たって続けるものではありません。深刻なマイナスが生

じるようになります。それについての詳細は、別の機会

に譲ることにして、ここでは省略します。

弱肉強食は、神の摂理という意見

　動物を殺してその肉を食料にするのは、神の摂理

に反しているから間違っていると言うと、なかには

反論する人も現れます。彼らは̶「動物達は人間

とは違って罪はなく、神が与えた本能に忠実に従っ

て生きているが、そこでは強い動物が弱い動物を

襲って殺し、食料にするという“弱肉強食”の現実

があるではないか。これは神が、動物達が殺し合い

をするのを善しとしているということであり、人間

が他の動物を殺して食料にするのと大差はない。だ

から肉食は、必ずしも間違っているとは言えない」

と主張するのです。

　こうした意見は、一応もっともらしく聞こえます。

スピリチュアリストを含め良心家達の中にも、神が

なぜこうしたむごたらしい弱肉強食の世界を造られ

たのか不思議に思い、矛盾を感じている人々が多く

います。

動物愛護者の反論

　そうした良心家の典型的な立場にいるのが、動物

愛護運動を進める人々です。彼らは次のように考え

ます̶「動物界は弱肉強食によって各動物間の数

比が一定に保たれ、それが全体の種が生き延びてい

くための自動調整システムの働きをしている。テレ

ビや映画で弱肉強食シーンを見ると残酷さだけがア

ピールされるけれど、巨視的に見れば動物界全体が

調和を維持して存在するようなシステムになってい

る」

　さらに次のようにも言います̶「弱肉強食は確

かに動物界の現実であるけれども、野生動物の本能

は、常に神の見えざる手によってコントロールされ

ている。そのため野生動物は、必要以上に他の動物

を殺すことはないし、また食べ過ぎて肥満になった

り、それがもとで病気になるようなことはない。人

間の手の加わらない野生動物の世界では、自然状態

と秩序が保たれ、無益な殺生が行われるようなこと

はない。それに対し人間は、神から与えられた自由

意志を悪用し、欲望をエスカレートさせて必要以上

に罪もない動物達を殺している」
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　こうした動物愛護者の見解はまさに正論であり、

説得力を持っています。人間が無軌道・無秩序に家

畜を惨殺するのと比べ、動物界の殺し合いには明ら

かに一定のルールとコントロールが見られ、残虐性

は最少限にとどめられています。動物界の“弱肉強

食”と、人間の“動物虐待”は本質的に異なってい

ます。人間の動物虐待の程度はひどすぎるのです。

限度を超えているのです。人間は動物を食料にしな

くても生きていくことができるようになっている以

上、なおさら動物を残酷に殺す必要などないのです。

限りある知恵で無限の叡知を理解することは

できません。（中略）全体のごく限られた一

部しか見えないからです。確かに自然界には

弱肉強食の一面があり、腹が空けば互いに食

い合うこともしますが、それは自然界全体と

しては極めて些細な話であって、人間界と同

様に動物界にも調和と協調の原理が働いてお

ります。チャンスに恵まれれば、その原理を

如実に見ることができます。

　　　　　　　　　　　　　（シルバーバーチ１・178）

 
シルバーバーチの“弱肉強食”についての見解

　動物愛護者達は、未熟な地球における動物虐待に

対して孤軍奮闘し、神の正義のために戦ってきまし

た。彼らこそ、まさに神の兵士にふさわしく戦いの

前線で大きな働きをしてきました。シルバーバーチ

は、そうした地上の動物愛護者達を励ます一方で、

さらに次のような重大で本質的な見解を述べていま

す。

　シルバーバーチによれば、現在の地球上に見られ

る動物界の弱肉強食は、神の意図した最終的な世界

そのものではなく、進歩のプロセスにおけるひとこ

まに過ぎないと言うのです。弱肉強食は現時点の地

球における現実なのですが、地球が進化するにとも

ない、遠い将来には消滅するようになると言います。

　シルバーバーチは̶「自然界は弱肉強食である

とよく言われていますが、それは大自然の進化の部

分的現象に過ぎません。大自然がすでに完成されて

いると述べている霊界通信はないはずです。自然界

も進化の途上にあるからです」（道しるべ・131）と言っ

ています。

捕食動物は、将来は地球上から消滅する

　シルバーバーチの見解に従うならば、動物界も進

化の途上にあり、現在見られるような弱肉強食は、

いずれ変化していくということになります。

　では、どのように変化していくかということです

が、結論を言えば、捕食動物が滅んで、草食動物だ

けになっていくということです。何千万年、何億年

後には、動物界は進化のプロセスの結果、利他性と

いう神の法則にそった世界に変わっていくことにな

ります。そのときには恐竜が滅び地球上から姿を消

したように、残虐性を持った捕食動物も地上から姿

を消すことになるのです。
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　そうした動物世界の進化を促進するのに、人間の

愛が大きな役割を果たすことになると、シルバー

バーチは述べています。

低い動物形態においては、見た目には残忍と

思える食い合いの形を取ります。が、進化す

るにつれてその捕食本能が少しずつ消えてい

きます。先史時代をごらんなさい。捕食動物

の最大のものが地上から姿を消し、食い合い

をしない動物が生き残ってきております。　

　　　　　　　　　　  （シルバーバーチ８・179）

動物界にも進化の法則があります。歴史を溯
さかのぼ

っ

てごらんなさい。有史以前から地上に生息し

て今日まで生き延びている動物は、決して他

の動物を食い荒らす種類のものでないことが

お分かりになるはずです。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　（新たなる啓示・22）

　現在、私達が目にする動物界の弱肉強食は、神の

摂理そのものではなく、また神が最終的に決められ

た姿でもありません。進化の過程の一つの姿に過ぎ

ないということなのです。したがって動物界の“弱

肉強食”が、私達人間の肉食を正当化する理由には

ならないのです。

ゴキブリや蚊・病原菌も殺すことは罪なのか

　動物を殺すことはいけない、神から与えられた生

命ある存在を殺すことは神の摂理に反することにな

ると言うと、ここにもまた一つの疑問が生じてきま

す。生命あるものを殺すことは罪であるという論理

を徹底すると、私達地上人は地球上で生きていくこ

と自体が不可能になってしまいます。ゴキブリや蚊

などの有害な昆虫を殺すことも罪になるのか、ごく

普通の日常生活をしているだけで、私達は知らずし

らずのうちに目に見えない微生物を殺しているがそ

れも罪なのか、ということになります。それを罪と

言うなら、当たり前の日常生活さえ送れないことに

なってしまいます。

　さらに私達の食料として最もふさわしいとされる

植物にも生命があることを考えると、植物を食料と

して食べることも間違いになるのではないか、とい

うことです。植物は、それが死んでからでないと食

べてはいけないということになるのでしょうか。そ

うだとすると、生命ある新鮮な野菜を食べることも

罪になってしまいます。それともこうした矛盾は、

人間進化の一つのプロセスと考えるべきものでしょ

うか。こんな疑問が、次々と湧いてきます。

殺すのは“意識”を基準とすべき

　この難解な問題に対するスピリチュアリズムの見

解は、どのようなものでしょうか。神は、人間が他

の生き物を殺しても許可される一定の基準を決めて

いるのでしょうか。

　シルバーバーチは、こうした難しい質問に対して、

次のような明快な解答を示しています。さすが高級

霊であると思わせる画期的な指標を明らかにしてい

ます。
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（殺すということは）意識を基準とすべきで

す。意識があるかぎり、それを殺すことは間

違いです。　　　　　（霊性進化の道しるべ・223）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

  シルバーバーチは̶「意識ある存在を殺すこと

は間違いである」と言っています。これは裏を返せ

ば、意識のないものは、状況によっては、たとえそ

れが生き物であっても殺しても罪にはならないとい

うことです。

「進化した動物」には、類魂意識がある

　では、ここで言う“意識”とは何かということに

なります。まず、私達人間に意識があることははっ

きりしています。では、動物はどうかということに

なります。ここでシルバーバーチは、次のような動

物界における最高の秘密事項を明らかにします。人

類に初めて明かされた重大な事実です。

　それは、「進化した動物には人間と同じような意

識ではないが、その奥に類魂（グループ・スピリッ

ト）としての意識を内在させている」ということで

す。そうした動物は死後、個性を失い、類魂という

大きな魂の中に融合し溶け込むことになりますが、

地上にいる間にも“類魂意識”が内在していると言

うのです。地上で肉体を持っている間は、類魂とい

う全体魂の一部分が内在して意識をつくり出してい

るということです。

　つまり̶「進化した動物には、（人間のような

独立した意識ではないが）類魂から派生する一種の

意識がある」ということなのです。シルバーバーチ

は、進化レベルの高い動物にはこの類魂意識がある

ために、それを殺すことは罪になると言っているの

です。

＊ここで注意していただきたいことは、一般に動物とい

うと哺乳動物・爬虫類・両生類・魚類・鳥類・微生物・

細菌などを含めて考えますが、シルバーバーチが動物と

言っているのは主として“哺乳動物”のことです。

　さて、類魂意識を持つのは進化レベルの高い動物に限

られますが、その進化とは、一般的に考えられているよ

うな進化論的な観点に立ったものではありません。シル

バーバーチが言う進化とは、霊界の観点から見た進化で

あり、強いて言えば“霊的進化論”と言うべきものです。

地上の進化論的観点では、サルが人間に次いで進化レベ

ルが高いとされていますが、霊的進化論ではサルではな

く、イヌやネコの方が高いとされます。こうした動物の

類魂の進化には、人間の愛が大きな役割を果たしている

と言われます。

　ところで、どの動物に“類魂意識”があり、どの動物

にはないのかということですが、残念なことに現時点で

は、その全貌については示されていません。ただペット

として飼われている動物や、家畜として飼われている動

物には類魂意識があることが明らかにされています。
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進化レベルの低い生物には、類魂意識もない

　では、進化レベルのそれほどでない動物・生き物

の場合はどうなっているのでしょうか。ヘビやトカ

ゲといった爬虫類や、蛙などの両生類には類魂意識

はあるのでしょうか。

　シルバーバーチは動物よりさらに下がると、類魂

意識さえもなくなると言っています。また、ヘビに

は意識がないと明言していますから、こうした動物

達には類魂意識はないと考えられます。それら以上

に進化レベルの低い生き物（魚類・昆虫・微生物・

細菌類など）の場合、当然、類魂意識はないと考え

るべきでしょう。このような類魂意識さえ持たない

生命体は、死後は「生命素」というべき霊的要素が、

それぞれの種の類魂の中に吸収されていくことにな

ります。

　“意識”という観点から地球上の生物を見ていく

と、次のように大きく３つに分類されます̶「人

間（永遠の個別意識を持ち続ける）」「霊的進化した

高等動物（地上では類魂意識を持つものの、死後は

類魂に吸収されて個性を失う）」「進化レベルの低い

動物（地上では類魂意識を持たず、死後は生命素が

類魂に吸収される）」

　牛や馬・羊といった家畜などの動物には、類魂の

意識が内在している以上、それを殺すことは罪にな

りますが、類魂意識を持っていない他の生き物を殺

しても、神の摂理に背くことにはなりません。ノミ

やシラミや微生物には意識はないので、こうした昆

虫や微生物を殺しても摂理に反することにはならな

いのです。　

　また、植物には生命はあっても意識はないのは明

白ですので、これを食料にしても何の問題もありま

せん。人間が動物を殺して食料にすれば罪を犯すこ

とになりますが、植物の生命を奪って食料にしても

罪を犯すことにはならないのです。

　

“無慈悲”という罪

　意識を持たない生き物を殺すことは罪にはならな

いといっても、無慈悲に他の生き物や植物を虐待し、

残酷に扱えば、進化の頂点にいる存在としての責任

に係わる問題が生じるようになります。自分より進

化の遅れた存在に対し、それを愛していかなければ

ならない人間としての使命に背くことになります。

「愛がない」という点において、自分自身の進化を

遅らせることになるのです。類魂意識のない生き物

を殺す場合、残酷さがないかぎりにおいて、罪には

ならないということなのです。

　また、最近になって環境問題が急に注目されるよ

うになってきましたが、その問題の本質は、人間が

愛を持って動物界や植物界に接し、協力しながら共

生していくという観点からなされなければなりませ

ん。環境問題については、別の機会に取り上げるこ

とにします。
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　これまでの話から、「肉食が悪い」ということが

明らかになりました。後は、私達がこの問題につい

て、どのように対処していくかということだけが残

されています。真実が分かったことと、それに正し

く対処することは別問題です。正しいと知りつつ、

なかなか実行に移せないのが私達地上人の実態なの

です。

今すぐ地球上から“肉食”をなくすのは不可能

　現在の地球人類の霊的状況に照らしたとき、地球

上から今すぐ肉食を廃止することは不可能です。霊

的真理も知らない、死後の世界があることも知らな

い、そして地上かぎりの物質的・本能的喜びだけを

必死に追い求めているような人々に、肉食を止めさ

せることなど到底できません。

　生命あるものを勝手に殺さない、人間と同じよう

な痛みと苦しみを感じる弱い相手を虐待しないとい

う当たり前のことができないのが、地球という未熟

な世界の悲しい実情なのです。戦争反対・核兵器廃

絶を声高に叫びながら、自らが平和を崩壊させる当

事者になっているのです。

「霊的真理の普及」こそが、肉食問題の

最終的解決法

　地球上から今すぐ肉食をなくすことができない現

実は、霊界の人々は百も承知しています。霊的真理

が地球上に広まらないうちは、理想が実現されるこ

とはありません。霊的真理の普及こそが、肉食問題

の最終的解決法なのです。

　霊界の人々は、地球の現状を理解したうえで、少

しでもましな方向へ人類を向けさせようと心を砕い

ています。私達スピリチュアリストが「霊的真理の

普及」に励むことこそが、“動物虐待”と“肉食”を

なくすための最も効果的な戦いとなっているのです。

時間は掛かりますが、まず霊的知識の普及が

必要です。　　　　　　　　（最後の啓示・44）

動物救済は、スピリチュアリズム活動の一環

　霊界では、スピリチュアリズム活動の一環として、

地球上から動物虐待や肉食を止めさせるための活発

な働きかけがなされています。その動物救済活動の

責任者が、聖フランチェスコであることが、シルバー

バーチによって明らかにされています。

　霊界の人々が、地球上から動物虐待や肉食をなく

そうと必死になって働きかけているときに、霊的真

理を真っ先に知ったスピリチュアリストが依然とし

て肉食を楽しみ、間違った味覚を追い求めるような

ことは許されません。「禁欲はイヤ、そんな堅苦し

いことは気違いじみて偏狭だ」などと愚かなことを

言っていては、自らスピリチュアリストとしての立

場を否定することになってしまいます。

シルバーバーチからの悲しい提言

　今すぐ理想を実現できない状況の中で、シルバー

バーチは次のような提案をしています。地球人類の

現状に見合った“次善の策”を示しています。

どうしても殺す必要がある時は、なるべく苦

痛を与えない方法を取らないといけません。

残酷な殺し方は止めてください。（中略）一

足跳びに到達することはできない以上、殺し

方をできるだけ苦痛を与えないように工夫し

てください。

　　　　　　　　　（霊性進化の道しるべ・132）

　何と悲しい提案なのでしょうか。しかし、これが

現時点における地球人の霊的レベルの反映なので

す。シルバーバーチは̶「地上では２つの良くな

い方法のうち、よりましな方を選択しなければなら

ないことがある」と述べています。神の摂理に反し

た悪いことにも、その悪の程度によって小悪と大悪

が存在するということです。そして、どうしても悪

を行わざるを得ないときには、小悪を選択しなさい
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と言うのです。

　動物を殺すことは明らかに神の摂理に違反してい

ます。“悪”であることは明らかです。しかし残虐

な殺し方が大悪とするなら、苦痛を減らした殺し方

は小悪ということになります。同じ悪を犯すので

あっても、少しでも摂理に近い方向を目指す必要が

あるのです。地球全体としては今すぐ善なることを

実行できないのが実情ですが、スピリチュアリス

トは、少しでも苦痛を与えない殺し方をするように

人々に働きかけていかなければならないのです。

まずは「スピリチュアリストから」実行すべし

　シルバーバーチは̶「未熟な世界においては、

完全な理想が実現されることは期待できません。し

かし、だからといって、理想に向けての努力をしな

いでよいということにはなりません。（中略）私た

ちも、どうせ今すぐには実現できないと知りつつ理

想を説いております」（道しるべ・131 ～ 132）と言って

います。

　今すぐ地球上から肉食を一掃することはできない

としても、肉食の間違いに気がついた者から、理想

に向けての努力を始めなければなりません。その者

とは、私達スピリチュアリストに他なりません。私

達は「霊的真理」を通じて真っ先に肉食の間違いを

知らされました。理想に向けての努力は、そのスピ

リチュアリストから始めなければなりません。真理

を通じて肉食の間違いに気づいたスピリチュアリス

トが、「まず自らそれを実行」していかなくて、ど

うして地球上から“肉食”という悪習慣をなくすこ

とができるでしょうか。愛すべき動物を虐待して食

料にするような邪悪な生き方を改めることができる

でしょうか。

一般人とは違うスピリチュアリストの立場

　霊的真理を通じて肉食の間違いに気づいた以上、

「知ったことの責任」が問われることになります。

私達スピリチュアリストには、もはや知らなかった

という言い逃れはできません。スピリチュアリズム

も霊的真理も知らず、肉食が罪だということを全く

知らない人々の場合は、肉食は霊的罪にはなりませ

ん。

　しかし、真理によって「肉食は罪である」という

自覚を持ったスピリチュアリストにとっては、肉食

は罪となるのです。何も知らない一般の人々には許

されることも、私達スピリチュアリストには許され

ないのです。悪いと知りつつ間違ったことをしてい

る場合は、その結果に対して責任を負うことになり

ます。

動物を殺して食べるということに罪の意識を

覚える段階まで魂が進化した人間であれば、

いけないことと知りつつやることは何事であ

れ許されないことですから、やはりそれなり

の報いは受けます。その段階まで進化してお

らず、いけないとも何とも感じない人は、別

に罰は受けません。知識にはかならず代償が

伴います。責任という代償です。

　　　　　　　（シルバーバーチは語る・230 ～ 231）
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スピリチュアリストとしての“試金石”

　もちろんスピリチュアリストであっても、肉体を

持っている以上、弱さがあり、なかなか理想どおり

に実行できません。肉食を当たり前と考える環境で

生活している場合には、周りの人々から激しい反対

や反発を受けるようになることは避けられません。

あるいはそれより何より、自分自身が肉食を断つこ

とに耐えられないといったことがあるかも知れませ

ん。肉食に対する味覚的喜びを捨て去ることができ

ず、二の足を踏むような人もいるでしょう。

　しかし、たとえどのような個人的理由があるにせ

よ、理想に向けて努力しなければならないのです。

そうでなければスピリチュアリストとは言えませ

ん。まさに肉食の問題は、スピリチュアリストとし

ての“試金石”なのです。今は高い理想・目標のよ

うに感じられても、それに向けて最大限の努力をす

る中で、徐々に神の摂理に一致した生き方が自分自

身のものになっていきます。

　これまで毎日肉食をしていたなら、少なくとも当

面は、それを２週間に１回、１カ月に１回にすると

か、肉を止めて魚にするといった方向に切り替えて

いかなければなりません。また、どうしても食料確

保のために他の生き物を殺さざるを得ないときに

は、できだけ進化レベルの離れた生き物を殺すよう

にすべきです。例えば動物を殺して食料にするより

は、魚を殺して食料にする方が、より摂理に近い選

択をしたことになるのです。

　人類全体に「霊的真理」が行き渡り、現在行われ

ている“動物虐待”と“肉食”が間違いであること

に気がつくまで、この地球上に理想が実現すること

はありません。それまでは真理を知った私達スピリ

チュアリストが率先して理想を実行し、見本を示し

ていくしかありません。そうして少しずつ善なる光

を地上に招来することができるようになるのです。

　現在は 2000 年前のイエスの時代とは違うのです。

肉食の問題は、戦争や貧困・環境破壊・核兵器の問

題と同じように重要なことなのです。ここ 10 年程

の間に“禁煙運動”が世界的な広がりを見せていま

す。しかし肉食は、本当はタバコよりも悪質で有害

なものなのです。禁煙運動が広まったように、将来

“肉食禁止運動”が地球規模で普及することを願っ

ています。
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自分の人生を誕生前に決定

　シルバーバーチによれば、私達は、地上でどのよ

うな人生をたどるのかを予
あらかじ

め承知して生まれてきた

ということです。シルバーバーチは、次のような驚

くべきことを述べています。

地上に生を享ける時、地上で何を為すべきか

は魂自身はちゃんと自覚しております。何も

知らずに誕生してくるのではありません。自

分にとって必要な向上進化を促進するには、

こういう環境でこういう身体に宿るのが最も

効果的であると判断して、魂自らが選ぶので

す。ただ、実際に肉体に宿ってしまうと、そ

の肉体の鈍重さのために誕生前の自覚が魂の

奥に潜んだまま、通常意識に上がって来ない

だけの話です。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　（シルバーバーチ１・38）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　シルバーバーチは、私達が、自分自身で再

生人生の内容を選択して生まれてきたという

事実を明らかにしています。こうした重大な

霊的事実を、これまで指摘した宗教は地球上

に存在しません。この一例をもってしても、

シルバーバーチの教えが地球上のあらゆる宗

教に優るものであることが理解されます。シ

ルバーバーチに代表されるスピリチュアリズ

ムとこの世の宗教では、霊的な内容において

格違いなのです。

誕生前の決心を、すべて忘れてしまった地上人

　さて、シルバーバーチは、私達が今回の人生を自

分自身で選んだことだけでなく、私達が肉体を持つ

ことによって、そうした誕生前の決意を思い出せな

くなっている事実についても明らかにしています。

大半の地上人は、まさか誕生前に自分で自分の人生

を決めていたなどとは思いもよりません。しかしシ

ルバーバーチは、それはただ思い出せなくなってい

るだけだと言うのです。どれほど霊感の優れた人間

でも、誕生前に自分が決心した内容を覚えている人

はいません。

　カルデックの『霊の書』（＊当サークル発行『スピリチュ

アリズムの真髄・思想編』）の中には、人間が受胎ととも

に霊界での記憶が失われていく様子がリアルに示さ

れています。

一般的には受胎の瞬間から意識の混濁が始ま

り、その時点で自分がいよいよ再生の過程に

入ったことを直感します。その混濁は日を

追って強まり、分娩に至ります。その期間中

の霊の意識状態は睡眠状態に近いと思ってよ

ろしい。分娩時が近づくにつれて意識は消え、

過去の記憶も消え、それは誕生後もずっと思

い出せません。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思想編・164）
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　人間は肉体を持つことによって、ほとんどすべて

の霊的感性と記憶を失います。地上の大霊能者・大

霊覚者といっても、霊界からすればまるで赤子のよ

うなものです。目隠しをされた人間に等しいのです。

地上の宗教は、人間が肉体をまとうことによって、

どれほど不自由になっているのかが分かっていない

のです。

　さて、スピリチュアリストである私達にとっての

問題は̶「今現在の人生が、果たして誕生前に自

分自身で決定し、選択したようなものになっている

かどうか」ということです。誕生前に自分で決めた

道とは、無関係な方向に進んでいるようなことはな

いでしょうか。こうした疑問は、この世の人々には

思いもよらないことですが、霊的真理と出会って広

い視野を持つことを許された私達には、じっくりと

考えてみる必要があるでしょう。

スピリチュアリズムへの参加を願う霊界の霊達

　ここで少し、自分がまだ霊界にいたときの状況に

ついて思いをめぐらせてみることにしましょう。私

達が、霊界人であったときのことです。

　すべての霊界人にとって一番の関心事は、霊界人

がこぞって参加しているスピリチュアリズムの進展

状況であることは言うまでもありません。霊界の最

下層にいる低級霊・地縛霊でないかぎり、霊達は皆、

何らかの形でスピリチュアリズムの軍団の一員と

なって働いています。スピリチュアリズムは、人類

史上初めて遂行されている霊界挙げての大プロジェ

クトです。地球の最高霊であるイエスを中心に展開

されているこの大プロジェクトに参加し貢献できる

ことは、霊界人にとって最高の喜びであり栄誉なの

です。

スピリチュアリズムへの貢献の願い

　皆さんも霊界にいたとき、間違いなく同じような

思いを持っていたはずなのです。そして再生に先

立って、何よりもまず地上ではスピリチュアリズム

と係わりを持ち、スピリチュアリズムの一員として、

できるかぎりの貢献をしたいと願ったはずです。当

時のスピリチュアリズムに対する思いは、今の皆さ

ん方のスピリチュアリズムへの思い入れとは比較に

ならないほど強烈でした。スピリチュアリズムの重

要性を、今よりずっと実感を持って感じていました。

肉体という鈍い鎧
よろい

を着ていなかったために、真実が

ストレートに心に迫っていたからです。

　おそらく皆さん方は、再生についての内容を決定

する段階で、類魂のリーダー（指導霊）に次のよう

に申し出たことでしょう̶「自分が地上世界に再

生したときには、ぜひスピリチュアリズムのために

貢献できるような道を歩ませてください」。そして

「前世のカルマ清算」と「類魂全体に対する霊的貢献」

という点も含めて総合的に判断され、スピリチュア

リストとしての再生人生が認められ、いよいよ地上

に誕生することになりました。
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予定どおりに、スピリチュアリズムとの出会

いを果たす

　シルバーバーチは、地上における出会いや出来事

との遭遇に偶然はないと繰り返し述べています。今、

皆さん方がスピリチュアリズムという「霊的に最大

の出来事」に遭遇しているのは、決して偶然ではあ

りません。明確な原因があって、今の結果が生じて

いるということです。

　スピリチュアリズムとの出会いを果たすために、

生まれる時代・生まれる国と地域・生まれる両親を

決めたのです。そうした具体的な計画があって、今

このとき日本という国でスピリチュアリズムと出会

うことになったのです。皆さん方が、地上世界でス

ピリチュアリズムと出会ったことに偶然的要素は一

つもありません。すべては前もっての計画どおりに

進んでいることなのです。

　シルバーバーチは、地上人は肉体を持つことに

よって誕生前の決心を忘れてしまうと言っていま

す。しかし、皆さんは今、その誕生前の決心の重

要な部分を思い出したことになります。「自分は再

生人生で、スピリチュアリズムのために貢献した

い！」̶これが皆さんが、再生に先立って決意し

た中心的な内容だったのです。

守護霊の必死の導きのお陰で

　ここで忘れてならないことは、地上に誕生する前

に皆さんは、自分の“守護霊”となるべき仲間の霊

と綿密な打ち合わせをしてきたということです。皆

さんは自分の再生人生をずっと導くことになる守護

霊に、きっと次のように言ったはずです̶「肉体

を持つと、自分の今の決意は何も分からなくなり、

おそらくスピリチュアリズムのことさえ思い出せな

くなってしまうでしょう。どうか私を霊界から強力

に導いて、何とかスピリチュアリズムにたどり着か

せてください」

　地上に誕生して肉体をまとった皆さん方の意識の

中から、本当にスピリチュアリズムのことは消え去

りました。守護霊は、そうした皆さん方を必死に導

いてきました。その導きが功を奏して、皆さんは地

上人生において予定どおりスピリチュアリズムにた

どり着くことができたのです。

　自分の導いてきた地上人が首尾よくスピリチュア

リズムに出会えたということは、これまでの守護霊

の導き・働きかけが成功したことを意味します。神

聖な責任を果たしたことになります。それは言うま

でもなく、守護霊にとって最高の喜びをもたらしま

す。もちろんその後、これまで導いてきた地上人が

どのような人生を歩むようになるのかという心配は

ありますが、取り敢えず一安心ということなのです。

　一方、皆さん方と同じようにスピリチュアリズム

のために貢献したいと願って地上に再生しながら、

いまだにそれが実現していない人々も大勢います。

しかし、そうした人々も霊界からの働きかけによっ

て、スピリチュアリズムとの距離を少しずつ縮めて

います。

　なかには、いったんはスピリチュアリズムとの出

会いを果たしたものの、肉体の煩悩に負け、最高の

貢献のチャンスを自ら放棄した人間もいます。真理

を知っただけで満足し、肝心な実践にまで踏み出せ

ず、せっかくの真理を無駄にしているような人々も

います。彼らは、そうした行為がこれまで必死に導

いてきた守護霊に、どれほど絶望と悲しみを与える

のか知る由もありません。（＊守護霊本人にとっては、長

期にわたる献身的な愛が裏切られる厳しい体験は、自分自身の

カルマを清算することになっています。）
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スピリチュアリズムとの出会いは、再生人生

の「真の出発点」

　誕生前の自分自身の決意や、長年にわたる守護霊

の導きといった事実を知らないと、スピリチュアリ

ズムとの出会いは単なる偶然・運がよかったという

ことになってしまいます。たまたまこの時代に日本

に生まれ、さまざまな人との出会いや多くの出来事

があった結果、偶然スピリチュアリズムに出会った

と考えてしまいます。

　人によっては、自分は神から特別に愛され選ばれ

たために、こうした素晴らしい立場に立つことがで

きたと思い上がるようになるかも知れません。ある

いは反対に、何の能力もない自分が、どうしてこん

な歴史的な大事業に真っ先に導かれたのか分からな

いと考えるかも知れません。

　しかし、スピリチュアリズムとの出会いは、皆さ

ん自身がそれを願い、出会いを果たすにふさわしい

地上的環境を選んだからこそ実現しているのです。

さらには、そのために陰から必死にサポートしてく

れる守護霊の存在があったからこそなのです。

　信じるか信じないかにかかわらず今皆さん方は、

間違いなく誕生前の決意を地上で成就しつつありま

す。そしてその道は、霊的に見たとき最も価値ある

地上人生なのです。シルバーバーチは̶「あなた

方は本当の意味で祝福を受けられた方たちです。な

ぜならば、あなた方は地上のいかなる富も影が薄く

なるほど高価な霊的知識の所有者だからです」（シル

バーバーチ 1・69）と述べています。

　皆さんは今、地上人として最も恵まれた立場に立

つことができましたが、それを手放しで喜んではい

られません。なぜならスピリチュアリズムとの出会

いは̶「誕生前の計画の出発点に、やっと立った

ことに過ぎない」からです。

　皆さんが再生前に選んだ人生は、スピリチュアリ

ズムによってもたらされた霊的真理を学ぶことだけ

ではありません。スピリチュアリズムを推進する「霊

界の軍団の一員として、人類に貢献しよう、人類の

救いのために働こう」ということだったのです。そ

う考えると、肝心なことはこれから始まるというこ

とになります。地上に誕生して以来、今日に至るま

での歩みは、実はすべて今後のスピリチュアリズム

人生・霊的人生の準備だったということなのです。
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「カルマ清算」と、「霊的成長」を同時に達成

するスピリチュアリズム人生

　さらに私達の再生人生には、別の目的もあります。

すでに真理を通じて知っているように、地上世界な

らではの重要な内容です。スピリチュアリズムのた

めに貢献するだけでなく、私達個人にとっての不可

欠な目的も果たさなければなりません。それは̶

「前世でつくったカルマ（悪因縁）を償い清算する」

こと、これまでの歩みで成し遂げられなかった「霊

的成長の埋め合わせをする」こと、そして地上での

体験を霊界の類魂に持ち帰って、「類魂全体の成長

に寄与する」ということなのです。

　私達の人生の目的は̶スピリチュアリズムへの

貢献を通じて全人類への奉仕をし、自分自身のカル

マを償い、類魂全体の霊的成長を達成することだっ

たのです。

　これで私達が、誕生前に決意した内容が、いっそ

うはっきりしてきました。私達は誕生前に、地上で

遭遇する困難やトラブルについても知っていまし

た。再生人生で遭遇する困難・障害・失敗といった

苦い体験が、自分の霊的成長の足枷となっている「カ

ルマを切り」、同時に「霊的成長を促す」ものであ

ることを理解していたのです。

　それはスピリチュアリズムに出会ってからも必

ず、多くの試練や困難に遭遇することを意味してい

ます。今皆さんは、試練や困難はできることなら避

けたいと思っているかも知れませんが、実はその厳

しい体験は、すべて皆さん自身の“魂”が望んでい

るものなのです。脳を介しての顕在意識（パーソナ

リティー意識）と、隠された霊の意識（インディビ

ジュアリティー意識）は、かくも大きく食い違って

いるのです。

「霊的成長」は、最も達成困難なもの

　霊界では、霊的成長こそが最高の宝であるこ

とは常識です。曇りのない永遠的な判断力を持

つ霊界人においては、「霊的成長」だけが願い

なのです。神は人間を霊的存在として創造さ

れ、永遠に進化し続けるように造られたため

に、霊的進化は人間にとっての最も強い“霊的本

能”となっています。（＊人間は肉体を持つことによっ

て、その強烈な霊的本能さえも自覚できなくなっています。） 

　さて、シルバーバーチは̶「内部の神性の開発

（霊的成長）は、達成困難なものの中でも最も困難

なものです」（シルバーバーチ１・71）と述べています。

霊的成長は、地上人類にとって最も価値あるもので

ある一方、最も達成が難しいものであると言うので

す。億万長者や有名人になることよりも、大作家や

大科学者・大会社の経営者・大政治家になることよ

りも、ずっと難しいということなのです。
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皆さんが霊界で願ったのは、スケールの大きな

霊的奉仕と霊的幸福

　シルバーバーチは̶「価値ある賞ほど手に入れ

るのが困難です。容易にもらえるものはもらう価値

がないということなのです。簡単に達成したものほ

ど忘れやすく、簡単に失うことになります」と繰り

返し述べています。

　皆さん方が、誕生前に霊界で願ったのは、物質的

な自分中心の小さな幸せではありません。そんな霊

的に価値のないものを求める霊など一人もいませ

ん。再生人生において皆さんが成し遂げたいと願っ

たのは、「人類全体の幸せ・人類の永遠の救い」と

いう壮大なものだったのです。そのために、わずか

数十年という限られた地上人生を費やしたいと決心

したのです。そして地上におけるスピリチュアリズ

ムとの出会いを求めたのです。皆さん方は誕生前に、

この世かぎりのチャチな名声や名誉・富を願ったの

ではなく、もっと大きな人類全体に対する奉仕人生・

犠牲的人生を願ったのです。そうした歩みが結果的

に、自分自身の霊的成長を促し、自分に最高の霊的

幸福と喜びをもたらすようになることを知っていた

からです。

本当のスピリチュアルな生き方とは

̶「霊主肉従」の厳しい自己コントロール

　世間では最近、「スピリチュアルな生き方」が流

行語になっています。しかし霊的真理に照らして見

ると、そこで語られている内容の多くは霊的本質か

ら外れた口先だけのきれいごとに過ぎません。「本

当のスピリチュアルな生き方」とは、シルバーバー

チが説き続けてきた「霊を中心とした生き方」のこ

となのです。

　霊的人生（本当のスピリチュアルな人生）を送る

ためには̶「霊主肉従（霊的自己コントロール）」

の厳しい努力が不可欠です。霊的成長のためには、

世の中の人々がとかく敬遠したがる肉体の本能に対

する自己コントロールが最低限必要とされるので

す。この本質を抜きにして、スピリチュアルな生き

方は成立しません。

　さらに、本当のスピリチュアルな生き方とは̶

最終的に「自己犠牲をともなう利他愛の実践」にま

で高められなければならないものなのです。そこに

至るまでの過程では、この世の利益や富・幸福・楽

しみを優先して求めるのか、それともそうしたもの

を後回しにしたり、自分にとって最も大切なものを

犠牲にすることができるかどうかという厳しい選択

を迫られるようになります。　

　厳しい自己との闘い・内面の闘いなくして、真の

スピリチュアルな生き方はあり得ません。それでは

中身のない単なるキャッチフレーズに終わってしま

います。霊的成長がなされることはありません。重

要ポイントを欠いた「スピリチュアルな生き方」は

流行語にはなっても、どこまでも偽物でしかないの

です。多くの人々がすぐに飛びつき流行となるもの

は、例外なく本物ではないということなのです。
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確実な霊的成長の秘訣̶「道具意識」と「自

己犠牲」

　これから私達は、スピリチュアリズムという「最

高の人類愛」を実践しながら、同時に霊的人生の荒

波を乗り越えて、自らの霊的成長を達成していかな

ければなりません。スピリチュアリズムのために自

分のすべてを捧げられることほど価値ある生き方は

ありません。自分の限られた地上人生が「最高の人

類愛」のために存在することほど、素晴らしいこと

はありません。私達スピリチュアリストには、そん

な崇高な生き方ができるのです。

　ただしそのためには、自らを「霊の道具」とする

ことが必要です。それによって、スピリチュアリズ

ムを通じて霊界から地上へ働きかけたいと願う多く

の霊達の応援を引き出すことができるのです。「道

具意識」を持つことは、霊的成長にとっての最も賢

明な方法なのです。

　さらに、私達を確実に霊的成長へと導くもう一つ

の秘訣があります。それが「自己犠牲」です。シル

バーバーチは̶「己を棄
す

てること－これが進化の

法則です」と述べています。「道具意識」は、「自己

犠牲」によっていっそう純化され高められることに

なります。

霊の歩むべき本来の道は何にも増して困難な

ものです。（中略）それは自己犠牲を伴う長

くゆっくりとして根気のいる、曲りくねった

道です。　　　　　　　（シルバーバーチ１・83）

　「人類愛のための自己犠牲の道」̶これが今後、

私達スピリチュアリストが目指す道であり、誕生前

の決心を確実に成就する道となるのです。
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第３回  公開ヒーリングのお知らせ

　先回のニューズレターでお知らせした、日本スピリチュアル・ヒーラー
グループによる第３回目の公開ヒーリングの正式な日程が決まりました。
開催日は 11 月 14 日（日曜日）、場所は“かながわ県民センター”です。
　定員は 50 名で、現在、お電話による参加の申し込みを受付中です。
（＊受付は、月曜日と金曜日の午後１～６時です。）申し込みの締め切りは、10月 29
日（金）です。
　公開ヒーリングの詳細については、日本スピリチュアル・ヒーラーグルー
プのホームページをご覧ください。　
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